
 

令和４年度 夕張市社会福祉協議会 

事 業 報 告 書 
  

 

 昨今の少子高齢化、社会的孤立、経済的困窮、権利擁護など様々な問題が地域におけ

る生活課題として深刻化しており、すべての人が安心して暮らしていける地域づくりの

ため、きめ細やかな地域福祉活動が求められています。 

 このような中、新型コロナウイルス感染症の影響により、人々の生活様式や様々な社

会システムが変容し、今までとは違う生活スタイルが求められるようになりました。 

本市においては、生活支援・介護予防サービスの充実を図るため、『生活支援体制整

備事業』の実施により、高齢者の多様なニーズに対応するとともに、『住民主体の生活

支援サービス』が拡充し、支え合いの体制を地域に作っていくこととなりました。本会

として『生活支援コーディネーター活動事業』を市から委託を受け、誰もが安心して暮

らしていける地域づくりを目指し、地域支え合い活動を継続的に行いました。 

さて、令和４年度の事業概要ですが、「老人福祉会館」は福祉拠点であることから管

理運営について引き続き指定管理を受託しました。 

「地域サロン活動事業」は関係地区協議会が主体となり、各々のアイデアにより運営

を継続、「ふれあいサロン行政窓口業務」も市の委託を受け継続実施することにより地

域住民の利便性確保に努めました。 

 

 

記 

 

 

◆◆主 な 事 業 の 推 進 状 況◆◆ 

 

１．地域福祉活動の推進について 

   本市は高齢化率が５０％を超えた超高齢地域であることから、地域毎の実情を考

慮しながら、高齢者を中心とした「地域福祉」の推進を図り、住民が支え合いなが

ら、安心・安全に暮らしていけるまちづくりを目指して事業を展開しました。 

 

２．住民参加によるネットワークづくりの強化について 

   「ふれあいサロン」は関係地区協議会が主体となり、町内会館等を活用して、各

種相談窓口、お茶のみ会等を開催し、地域住民の憩い・情報提供の場を築いていま

す。 

 



   また「ふれあいサロン行政窓口業務」は市の委託を受け、各地区協議会が中心と

なり週３回、午前に開設し、各種書類の受付、進達、相談などを行い、リサイクル

物品の回収など分散する地域の利便性向上に努めました。 

 

３．在宅福祉サービスについて 

○事業実績の概要は次のとおりです。 

（１）居宅介護支援事業 

      居宅サービス計画（ケアプラン）の作成       ４８９件 

（２）地域活動支援センター      延べ １８０件     ２４３回 

（３）特定相談支援事業             

    障がい者のためのサービス計画（ケアプラン）の作成 １３１件 

（４）人工透析患者の市外通院事業への支援について 

    通院移送業務は、利用者の負担金と市からの補助金により岩見沢市立病院に送

迎しています。平成２７年度から丸北ハイヤーが運行管理業務行っておりますが、

市からの補助金に係る申請・精算など利用者の利便性確保と支援を継続しました。

令和４年度は８人の利用者が延べ１５７回利用されています。 

 

４．老人福祉会館の管理運営について 

    老人福祉会館は市内福祉活動の拠点、地域の高齢者が集う市内唯一の憩いの場で

あることから、引き続き指定管理を受託し、管理運営を行うこととしました。 

人口の減少、高齢化の進行、新型コロナウイルス感染症などの影響もありました

が、年間利用者は、８，９５３人となり前年の７，３７５人から１，５７８人増加

しました。ボランティアの協力を得ながら会館の受付や喫茶はっぴぃクローバーの

営業を始めいろいろお手伝いをいただいているところです。喫茶はっぴぃクローバ

ーは８年目を迎えることができました。喫茶は、利用者に大変喜ばれており、利用

者は５，３６８人となりました。会館の運営には、市から一部助成をいただいてお

りますが、重油価格の乱高下や電気料金の高騰、施設の老朽化が進行しており今後

の安定運営が難しい状況になってきていますが、夕張市と連携をとりながら維持管

理を行ってきました。 

なお、老人福祉会館に併設されている学童保育、地域活動支援センター利用者及

び高齢者が一体となった共生型地域福祉拠点としての運営も行っています。 

 

５．児童・生徒通学バスの運行委託について 

   平成２８年１０月の夕鉄バスのダイヤ改正に伴い、便数が削減されたことから、

小中学校の生徒のスクールバスの運行に関し、市教育委員会から社協が保有するバ

スをスクールバスとして運行して欲しい旨の依頼があり、緊急的な対応として、富

野線の下校時の１路線を受け持つこととなりました。さらに、平成２９年度からは

南部線も受け持つこととなり、小・中学生の通学のほか高校生も対象となりました。 

 



◆◆具 体 的 な 事 業 の 推 進 状 況◆◆ 

 

１．老人福祉活動の推進 

  ・９月の老人福祉月間行事として、「囲碁・将棋・麻雀大会」、｢老人福祉大会｣を

予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止しました。 

 

２．心身・精神障がい者福祉活動（ノーマライゼーション）の推進 

  ・社会福祉施設等との連携をとりました。 

  ・小規模作業所への支援を行いました。 

 

３．在宅福祉サービス及びボランテイア活動の推進 

  ・各種サービスを次のとおり実施しました。 

    配食サービス：延べ３４回の配食を実施しました。 

（南清水沢２２回延べ５３３人、南部１２回、延べ７５人） 

    福祉有償移送サービス：市内、市外の病院等へ延べ８００件、４１５人の移送

を実施しました。 

  ・道社協ボランテイア部会への参加（中止） 

 

４．地域福祉活動の推進 

  ・各在宅福祉サービス推進委員会の活動実施状況 

    ○昼食会等の食事会の実施 ○福祉訪問の実施 ○地域行事の参加      

○研修旅行の実施  ○配食サービスの実施 

  ・｢福祉ふれあい広場｣（ゆうばり社協福祉文化フェスティバル）の開催 

 第２０回目となる「ふれあい広場」は、新型コロナ感染拡大防止のため中 

止しました。 

  ・救急医療情報キット「命のバトン」の継続配布をしました。 

  ・日常生活自立支援事業の実施（延べ５件、５回） 

   〔日常生活自立支援事業の概要〕 

   *認知症高齢者、知的障がい・精神障がいのある方で、判断能力が不十分なため、

日常生活を送るうえで支障がある方 

・本人だけでは、生活するうえで必要なサービスを利用するための情報の入手、

理解、判断、意思表示を適切に行うことが困難な方 

・事業の契約の内容について判断できる能力を有していると認められる方 

   *サービスの内容 

・日常的な生活支援サービス（福祉サービスの情報提供や利用のお手伝い。本

人あてに送付される書類などの内容の確認など）  

・金銭管理サービス（公共料金などの支払い、預金を金融機関で払い戻すなど、

日常生活費の管理のお手伝い。）   



・財産保全サービス（年金証書、定期預金通帳など、普段使わない大切な書類

等の銀行貸金庫での預かり）  

 

５．相談活動の推進 

  ・心配ごと相談・行政相談のほか、消費生活相談を受けました。 

（心配ごと・行政相談：相談件数１１件、消費生活相談：相談件数１６件） 

   

６．低所得者福祉活動の推進 

  ・道社協の委託事業である生活福祉資金貸付は、通常の貸付相談に加え新型コロナ

ウイルス感染症の影響による緊急小口資金・総合支援資金特例貸付相談を受けま

した。（通常相談件数：９件・特例相談件数：２４件） 

 

７．大会及び研究協議会活動の推進 

  ・道社協、管内社会福祉協議会、空知地区推進会議等が主催する各種研修会研究協 

議会へ参加し研鑽に努めました。 

  ・夕張市民生児童委員協議会、夕張市老人クラブ連合会等の各種会議に参加し情報 

交換に努めたほか、事業の支援を行いました。 

 

８．広報活動の推進（年１回社協ふくしだよりの発行、社協ホームページの運営） 

 

９．スクールバスの運行 

平成２８年１０月から富野線の小・中学生下校時、平成２９年度からは南部・富

野線の小・中・高生下校時のスクールバスの運行を行いました。 

（運行回数２０７回、乗車人数５８７人） 

 

１０．福祉団体活動の推進 

    生活支援コーディネーター活動事業で、末広・南部・沼ノ沢・真谷地・紅葉山・ 

楓地区において８６回訪問し、生活支援活動（ちょっとしたおてつだい）では、市 

内全域で１６０回実施しました。 

 

１１．道並びに近隣市町村社協との連携強化 

 

１２．共同募金運動並びに歳末たすけあい運動への協力 

 

１３．会務の運営 

   理 事 会       ２回開催 

   評 議 員 会       ２回開催 

   正副会長会議       １回開催 

   地区協連絡会議       １回開催 

   定 期 監 査       ４回実施 


